

































わさび0.7tであり，他の特用林産物のえのきだけ (2，643t) ・ひらすこけ(1， 267 t) ・日本桐 (1，1
07 t) ・生しいたけ(1， 078 t ) ・なめこ (962t )に遠く及ばない. 10年前の1976年にはわらびは75







下糸魚川市 (29t ) ・入広瀬村 (26t ) ・上)1村 (24t )と続いている.ぜんまいは郭日村は 5tで
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・農林水産費 (13.1%) ・土木費 (11.3%)が主要なものである.
〔産業構造〕
産業別就業者をみると，第エ次産業2，867人 (1980)， 38. 6% (全国は10.9%)，第 2次産業2，536
人， 34. 1% (33. 5%) ，第 3次産業2，032人， 27.3% (55.3%)で， 第 1次産業率が高く， 第 3次産








に全国の専業農家率は14.8%(1985) ，兼業農家率は85.2%(第 1種15.2%，第 2種70.0%)で，朝
日村の農業は専業;農家率が低く，第2種兼業農家率が高いことに特色がある.
この第 2種兼業率の高さは経営耕地面積の零細性からも説明できる. 平均経営耕地規模は1.15ha 
で，全国平均よりもやや小さい.経営耕地規模別階層で，最も多いのはO.5~1. OhaJ習で、全農家の28.0
%を占めている. 0.3ha未満!習が12.6%，累積して0.5ha未満層25.3%， 1. Oha未満!謹53.3%， 1. 5ha 
未満層72.4%， 2. Oha未満j習84.6%である，
第2次産業人口2，536人の約半数を村内の工業で収容しており， 50工場，従業者数1， 176を数えてい
る. 50工場のうち最も多いのは木材工場で 12，次し、で、食料171工場 7，電気工場6と続いているy し
かし，従業員数では電気が514，次いで木材147，家具126と続いており，林業関連工業に特色がある.
1914年，国鉄村上級(新津一村上)が開通し， 1917年に!日高根村南部の原野を買収した日本の石油






























1955年頃の三国の現金収入は，ゼンマイ 5，200kg，1 kg300円として， 156万円(1戸平均 5751コ=J)，
栗46万円， ワラビ18万門，ナメコ・キノコ類30万円，毛皮類数十万円であった.ある農家の収入割合
は， 11菜6，栗2.5，ぉ:1.5であった.大部分の農家は毎年i降雪前11月末頃，翌年 5 月頃までの冬季I~司
の飯米・食糧を購入し，搬入しておかなければならず，その資金の多くは，翌年のゼンマイ採取を担
保に小国などの仲買人から前借していた.
1985年11月，奥三函ダム建設にともなって三国集落42戸は全村移住した. 29戸は村上市南西部， J 





















は0，1兼が4戸 (13.8%)，2 ~長が25戸 (86.2%). 農家 1 戸当り経営耕地面積は55.6a， *133率は
77.1%， 耕地利用率は93.2%で， ほぼ 1毛作である. 農j産主物!版坂莞売;金額第 1υ{位5古Zの苦部i日出伊甘伊13ヨ
タ%的)，雑誌没・いも類・豆類 1戸 (3.4%)であった. UJIこ!日にありながら馬区|は国有林野が多いため，
家林家 9j=iの保有山林面積はわずかllha， (うち0.1，-__， 1 ha未満が6戸， 1，-._， 5 haが3戸)と極零細
規模である.しかも保有11林面積は 1975年26ha，1980年23haから， 1985年のllhaへ半減し逆に保
有11林無しが1975年の 4戸， 1980年4戸から， 1985年20戸へ，移転が予想されたためか，三面集落保
有IJj林面積は減少してきた.
三国で!-Ij菜が経済的(訪日値をもつようになったのは大正の初め頃であるがその関の事実について，こ








































「山に生かされた日々J5)の三面歴史年表には， i大正 2 (1913) 小池リヨ，新潟県南蒲原郡森1IJ五




























場合には，午前，午後各 1I!I出かける. シーズン最盛期には， 男は 11ヨ 15 ，-.__， 20寅 I~I (約56，-._，75kg)，
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三回全体で 1970 年代半ば頃毎年平均120~130í~~ (1 俵ニ 10寅 1~1 = 37. 5kg)のゼンマイが出荷され，




























ものではなく， 水 EEI は山の奥地で冷筈には~~く， J1又量も一定しておらず? 米も I~I 給できなかった.
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l三面ではゼンマイ採取のはじまる以前は28軒しかなく，それtJJ二に家が増えたらつぶれる家が出る
といわれ， ・・・・ゼンマイ採取のはじまった大正 5年から末頃までの1'司に，少くとも 5軒の分家が















1985年センサスで世帯数189，人仁1920，1980年のそれは 194世帯， 933人で 5年間に 51止措， 13人の
減少であった.農家数140，専業はわずか2戸(1.4%)，第 l種兼業も 8戸 (5.7ヌダ)で， 130戸 (92.9 
%)が第2種兼業である，兼業の種類としては出稼ぎ.El 雇・ l臨時雇69戸 (50%)，恒常的勤務57戸
(41. 3%) ，自営兼業12戸 (8.7%)である.約半分を占める!ヨ雇.I臨時雇の内容は山林労務である.
平均経営耕地面積は55.6a，農産物販売金額第 l位部門は稲作が 127戸 (90.7%)で，あとはその
他の作物・ 1~):li l:1二・養豚が 1 戸ずつあるのみである. 農家の80%が林家で、その{呆有 I-U林面積~ì102ha 
(うち人工林9.7ha)平均O.9haと割合大きい方である.20'"'-'50haクラス 1戸， 5"-20haグラス 2戸，
1 "-5 haクラス14戸，極零細な 0.1r-.-l. Oha未満クラスは農家林家の84.5%を占めている.以前は集





















3人， 1:仙寺2人)が栽培に当り，年51豆!の回転で， 1960年度は 17 tの生ナメコを生産し1，075万円の
売上げ，缶詰として1，262fb， 3.8 t加工し， 356万合せて1，431万円の売上げがあった.
シイタケ栽培の組合が二つあり，朝日椎茸組合と高根村f~茸組合で，し寸ぶれも組合員は 5 人ず冒つで、あ
る.林構の補助金600万円で乾燥・加工施設が作られた.ナメコ・シイタケの製品の2割は国道7号








































































































1 )三井El3去右 (1969):11111村の人口維持機能』大明 8 )前H~)3)
9 )隣IEする入広瀬中~j は「さんさい共和国」を宣言
2)羽田村教育委員会 (1977)・F朝日付文化財報告書 し村長が大統領となっている. 1981年度林構によ
第 2集朝日村の民俗(高棋・ j怠野IHJ地BJJl. り1.2i意円(うち|主\6 ， 057)')，県 1 ， 358万，村4 ， 699~可
1/ 利引iヨ村文化財報告書 円)をかけて. jJ菜会簡を建設した. UJ菜の活用に
第 3集 j:iJJ日村氏俗n(館Il要・三市i.j針尺地区)，J よって安定した就労の場とするため，生産・加工
3 )渡辺茂l誌編著(1979): 1I:j;J越国境の山村 三雨』 販売の一体化1した建物をつくり，生産二i二院を見学で
山形地理談話会. きるようにしてある.村が事業主体となり， 1973年
り i引にi洋美 (1983): IJ.  に暮らすれ々一一新潟県岩 設立の入広瀬村山菜生産組合 103名が協業利用者と
船郡i初出村三而一一¥あるくみるきく， 197， 近殺 なっている。 原料iJJ菜の地元産はわずか 8%，l県内
日本ツーりスト 1:'本観光文化研究所. 産18%，県外産13%，外留(1:¥1国が主) 61%であ
5) r山に生かされたiヨ々」刊行委員会 (1984): If'i-l.i る.販売も地元は 1~iflJ で， 9割はr:別表経由で東京方
に生かされた日々新潟県朝日村奥三百iの生活誌j]. 部へ出荷もされている.
6 )前掲3). 10)磯部利点・林正己・ 111耐久紘 (1981): 1新潟県の
7 )前掲4). 地Jm散歩下越編j]，野島出版
Role of Mountain Vegetables in Asahi-mura， Niigata-ken， Japan 
Hiroshi SASAKI 
Asahi-mura (village) lies in the northern part of Niigata -ken (prefecture)， bordering on 
another Asahi-mura of Yamagata占~en. The name Asahi means sunshine but the name Asahi 
of both muras comes from lVlt. Asahi (1813.7m above sea level) between them. The Asahi幽
mura in Niigata depends its econmic livings mostly on the forest， the percentage of which in 
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V<lhole mura area amounts to 91%. People in Asahi-mura， especilly in Miomote-sett1ement in 
the remote mountain val1ey earned their living by gathering the mountain vegetables (esp. the 
roya1 ferns and brackeηs)， which are sold with high prices in the natural food boom. 1ncome 
from the royal fern amounted in 1970's to 60% in whole family income in Miomote-settlement. 
1n November 1985 whole 42 fami1ies of Miomote moved out of the sett1ement to neighbouring 
Muralζami-， Niigata-and Toyosaka-shis (cities)， because of dam building. 
All sociallife are determined by gathering the royal ferns and other mountain vegetables. 
From the biginning of May to the middle of June almost al engaged themselves in gathering 
the royal ferns. 1n this period the scho01 made the royal fern vacation， pupiles to join to g仕
ther the roya1 ferns. They built small cottage (called the royal fern cottage) along the small 
valleys and their branches (Fig. 1) and stayed there for several weeks and dry the gathered 
royal fern to sel (Fig. 2). 
There are some cannaries of mountain vegetables in the village. Because of water reserve 
dam building， the opening of Asahi super forest road (between both Asahi muras) and af-
forestation of coniferous trees， the growing area of mountain vegetables has been decreasing. 
They began to cultivate mountain vegetables as nameko and shiitake (a kind of champignon). 
Some kinds of cultivated mountain vegetables are processed to canne or dried-， or salted-goods 
to market. But the role of mountain vegetables in the economy of the village has been de-
creasing. The village authorities put emphasis on industria1ization and tourism to develope 
the eCOl1omy and to maintain the jobs. They invited the factories of electoric parts (6 factories 
and 500 workers) and the project of “green park Seikatsu KaロkyoHozenrin (forest for keeping 
the living environment)" in the western hills of the mura territory. 
